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建
設
管
理
セ
ン
タ
ー

は 、

2
0
2
6
年
度
「
1

級
施
工

管
理
技
士

二
次
検
定
合
栴

対
策
講
座」
を 、
全
国
主
要

都
市
で
開
催
す
る 。

24
年
度
か
ら
の
受
検
資
栴

醗 呉斤 月

アンカー健全度協中国支部

斜面防災技脩講習会を開催

1700人超が受講

ぞ
れ
の
受
賞
者
に
は 、
筈
岡

実
也
所
長
か
ら
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
た 。

筈
岡
実
也
所
長
は 、
太
き

「
新
基
準」
の
適
用
が
始
ま
っ

た
こ
と
で
受
講
者
数
が
増

加 。一
次
合
栴
発
表
日
か
ら

数
日
で
定
農
枠
が
埋
ま
る
た

め 、
早
め
の
問
い
合
わ
せ・
申

し
込
み
を
呼
び
掛
け
て
い
る 。

ア
ン
カ
ー

健
全
度
窃
会
中

国
支
部
は
7
月
29
日 、「
第
7

回
斜
国
防
災
技
術
講
習
会」

を
岡
山
市
内
で
開
催 。
当
日

は 、
会
場
来
場
者
と
W
e
b

で
の
視
聴
者
を
合
わ
せ
1
7

0
0
人
を
超
え
る
人
が
受
講

只
頻
発
化・
激
鰐
化
す
る
自

然
災
書
に
対
す
る
予
防
対
策

や 、
豪
雨
に
よ
る
斜
面
崩
落

を
防
ぐ
手
段
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
だ 。

講
師
（
発
表
順）
は 、
下

野
宗
彦
氏
（
西
日
杢
属
速
道

主
一
1

級
施
工
管
理
技
士
二
次
検
定
合
格
対
策
講
座

催夕セ鯉管却寂

全
国
主
要
都
市
に
て
開
催

表
彰
状
の
授
与
（
右
が

笹
岡
実
也
所
長）

戦
に
ご
戻
力
い
た
だ
き 、
今

後
も
卓
越
し
た
技
術
で
多
く

技
術
者
の
模
範
と
し
て
国
土

の
発
腰
に
賣
献
し
て
い
た
だ

き
た
い」
と
祝
意
を
述
べ
た 。

受
賞
者
を
代
表
し
天
野
産

業
の
天
野
和
彦
代
表
取
締
役

同
セ
ン
タ
ー

で
は 、
「
35

年
以
上
の
実
績
と
経
験
を
生

か
し 、
時
間
的
に
余
裕
の
な

い
受
検
者
を
対
象
に 、
短
時

間
で
合
烙
で
き
る
独
自
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
専
任
講
師
が
直

接
捐
導
し 、
施
工
管
理
の
応

用
力
が
問
わ
れ
る
新
検
定
方

式
に
対
応
し
た
研
修
を
行

う 。
ま
た 、
施
工
経
験
記
述

の
考
え
方
と
書
き
方
を
講
義

路
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
中
国

・
技
師
長） 、
西
垣
誠
氏
（
岡

山
大
学
名
誉
教
授 、
地
盤
工

学
会
名
誉
会
貴 、
他） 、
奥

真
剣
に
講
演
内
容
を

聞
き
入
る
参
加
者 納

期
遅
延
の
声
も

11
0
面
関
連
11

瞑
商
工
会

議
所
連
合
会
が
実
施
し
た
票

の
景
気
観
測
調
査
(
2
0
2

6
年
4
S
6
月
期）
の
中
で 、

と
個
別
添
削
に
て

る」
と
話
す 。

受
講
費
用
は 、
2
回
コ
ー

ス
7
万
7
0
0
0
口
（
教
材

費・
税
込
み） 。
1

級
土
木
の

開
催
会
場
は 、
岡
山
商
工
会

議
所 。
先
着
定
農
締
め
切
り 。

建
築
な
ど
の
問
い
合
わ
せ・

申
し
込
み
先
は
建
設
管
理
セ

ン
タ
ー

フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル゚

(
O
1
2
0
了
4
5
3
5
3

園
誠
之
氏
（
高
速
道
路
調
査

会
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー 、

地
盤

工
学
会
名
誉
会
貴 、
他）
の

3
人
を
招
聘 。
下
野
氏
は 、

斜
国
防
災
技
術
「
こ
こ
だ
け

の
話
！
ー

激
鱈
化
す
る
災
害

に
ど
う
対
峙
す
る
か
ー」

を 、

西
垣
氏
は
「
豪
雨
か
ら
斜
国

を
ど
の
様
に
守
る
べ
き
か」

を 、
奥
園
氏
は
「
①
斜
面
2

次
災
害
の
予
防
技
術
②
グ
ラ

県商工会i

す

建
設
業
で
は
76
社
が
回
答 、

「
好
転」
か
ら「
悪
化」
を
差
し

引
い
た
I
D
値
は 、
マ
イ
ナ

ス
認．
0
ポ
イ
ン
ト
と
な
り

前
回
調
査
よ
り
マ
イ
ナ
ス
ー

•
2
ポ
イ
ン
ト

悪
化
し 、
5

期
連
続
の
悪
化
と
な
っ

た 。

受
注
額
で
も 、
I
D
値
は

マ
イ
ナ
ス
30.
7
ポ
イ
ン
ト

と
3
期
連
続
し
て
悪
化 。
総

合
I
D
値
が
1.
9
ポ
イ
ン

ト
改
善
し
マ
イ
ナ
ス
11.
8

ポ
イ
ン
ト
と
改
善
傾
向
を
示

す
も
の
の 、
建
設
業
の
マ
イ

ナ
ス
が
大
き
く
影
響
し
た 。

原
材
斜・
商
品
仕
入
価
栴

ウ
ン
ド

ア
ン
カ
ー

の
設
計
上

の
盲
点
（
捕
掟）
③
地
盤
防

災
技
術
者
10
訓
（
次
の
世
代

に
伝
え
た
い
私
の
思
い）」

に
つ
い
て 、
自
身
の
経
験・

知
見 、
最
新
の
技
術
や
話
題 、

事
例
な
ど
に
つ
い
て
「
分
か

り
や
す
く」
解
説
し
た 。

参
加
者
か
ら
は 、
工
法
や

技
術 、
防
災
対
策
な
ど
に
つ

い
て
臭
体
的
な
翼
疑
が
多
く

発
せ
ら
れ 、
「
安
心
•

安

全」
を
担
う
技
術
者
ら
の
真

剣
度
が
感
じ
ら
れ
た 。

イ
ナ
ス
20.
2
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
大
き
く
「
下
降」
し

た 。
瞑
材
料
の
高
騰
の
み
な

ら
ず 、
納
期
遅
延
な
ど
の
声

も
あ
る
と
い
う 。

採
算
性
の
I
D
値
に
つ
い

て
は 、
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
19

•
7
ポ
イ
ン
ト

の
マ
イ
ナ
ス

33.
8
ポ
イ
ン
ト
と
大
き
く

マ
イ
ナ
ス
靡
が
拡
大
し
た 。

資
金
繹
り
I
D
値
で
も
マ
イ

ナ
ス
15.
8
ポ
イ
ン
ト

で
罰

期
比
マ
イ
ナ
ス
3
ポ
イ
ン
ト

と
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
て

い
る 。従

業
員
数
に
つ
い
て
は 、

常
用
者
の
「
不
定」
か
ら

「
過
剰」
を
引
い
た
I
D
値

は 、
32.
9
ポ
イ
ン
ト

で
前

期
比
マ
イ
ナ
ス
9.
4
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
プ
ラ
ス
靡
が
縮

小
し
た
半
面 、
臨
時
者
の
I

D
値
は
4.
2
ポ
イ
ン
ト

で

前
期
比
1.
5
ポ
イ
ン
ト

プ

ラ
ス
幅
が
拡
大
し
て
い
る 。

中
東
情
勢
の
悪
化
の
影
響

に
対
応
し
た
対
策
検
討
で

は 、
商
品
サ
ー

ビ
ス
価
栴
ヘ

の
転
嫁
（
値
上
げ）
が
61

％ 、
次
い
で
仕
入
れ
先・
調

達
先
見
直
し
が
28
% 、
業
膀

効
率
化・
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
省
力
化
が
24.
3

％
と
高

い
回
答
率
を
示
し
た 。

▽
捐
名
競
争・
電
子
入
札・

[

中
畝
57
号
線
防
護
柵
補
修

工
事
（
中
畝
2
丁
自
地

内）密
3
2
9
万

▽
掴
名
競
争・
電
子
入
札・

北
畝
南
畝
線
舗
装
補
修
工

事
（
北
畝
7
丁
自
地
内）

密
9
0
3
万

▽
掴
名
競
争・
電
子
入
札・

茶
屋
町
第
2
公
園
遊
臭
整

備
工
事
（
茶
墨
町
地
内）

[

密
4
8
2
万

▽
捐
名
競
争・
電
子
入
札・

倉
敷
定
高
吉
岡
線
舗
装
補

修
工
事
（
筐
沖
地
内）

密
6
6
7
万

▽
掴
名
競
争・
電
子
入
札・

児
島
地
区
舗
装
復
旧
工
事

（
そ
の
8
|
1）

（
林
地

内）密
7
4
3
万

▽
掴
名
競
争・
電
子
入
札・

児
島
駅
前
19
号
線
ほ
か
1

線
道
路
測
量
業
胸
委
託

（
児
島
駅
前
1

丁
自
地

内）密
4
5
1

万

▽
掴
名
競
争・
電
子
入
札・

令
和
8
年
度
地
籟
調
査
測

量
業
務
委
託
(
C
F
G
エ
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そ
の
2
（
寿
町
池

内）密
7
9
4
万


